


　

本
年
三
月
、
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
の
国
宝
指
定
に
向
け
た
答
申
が
な
さ
れ
、
九
月
の
官
報
告
示
に
よ
っ
て
、
「
平
城
宮
跡

出
土
木
簡
」
は
国
宝
に
昇
格
し
ま
し
た
。
地
下
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
木
簡
の
、
は
じ
め
て
の
国
宝
指
定
で
す
。

　

今
回
の
指
定
は
、
す
で
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
た
四
件
に
、
五
地
点
か
ら
出
土
し
た
木
簡
を
加
え
、
「
平
城
宮

跡
出
土
木
簡
」
一
件
と
し
て
統
合
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
国
宝
と
な
っ
た
木
簡
た
ち
を
皆
さ
ま
に
お
披
露
目
す
る
た
め
に
、

今
回
の
特
別
展
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

出
陳
す
る
木
簡
の
出
土
地
と
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
平
城
宮
造
営
以
前
の
様
相
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
下
ツ
道
西

側
溝
Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
出
土
木
簡
、
奈
良
時
代
を
通
じ
て
基
幹
的
な
排
水
路
と
し
て
機
能
し
た
内
裏
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０

か
ら
出
土
し
た
木
簡
、
平
城
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
は
じ
め
て
の
木
簡
群
で
あ
る
大
膳
職
推
定
地
出
土
木
簡
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
内
容
に
よ
り
木
簡
学
の
基
礎
を
築
い
た
内
裏
北
外
郭
官
衙
出
土
木
簡
、
特
定
の
役
所
の
日
常
業
務
の
実
情
を
語
っ

て
く
れ
る
造
酒
司
出
土
木
簡
、
造
営
に
関
す
る
木
簡
に
加
え
て
調
や
贄
の
荷
札
を
含
む
内
膳
司
推
定
地
出
土
木
簡
、
鍛
冶
関

係
工
房
跡
と
み
ら
れ
る
西
南
官
衙
地
区
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
１
９
７
９
出
土
木
簡
―
― 

そ
れ
ぞ
れ
が
奈
良
時
代
史
の
一
齣
を
描
き

出
し
た
貴
重
な
木
簡
た
ち
で
す
。

　

今
回
の
特
別
展
は
、
国
宝
の
木
簡
だ
け
で
構
成
す
る
は
じ
め
て
の
企
画
で
す
。
「
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
」
が
内
包
す
る
限

り
な
い
魅
力
を
、
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
特
別
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

二
〇
一
七
年
一
〇
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈 

良 

文 

化 

財 

研 

究 

所 

長　

松
村 

恵
司

凡例

１．本書は、奈良文化財研究所平城宮跡資料館でおこなう平成 29 年度秋期特別展「地下の正倉院展 ―国宝 平城宮跡出土木簡―」

　　にちなんで編集したものである。本特別展は、当研究所都城発掘調査部史料研究室が企画し、企画調整部展示企画室が

　　全面的に協力し開催する。　（会期：2017 年 10月 14日(土 ) ～ 11月 26日(日 )）

２．木簡の保全に万全を期すため、会期中は約２週間ごとに２回の展示替えをおこなう。

３．木簡の写真は、特に明記したもの以外は、原寸の 75％に縮小して掲載した。写真下のアラビア数字は本特別展における

　　通し番号を示す。また、括弧内に出展会期を付記した。なお、木簡の写真は文字のある面はすべて掲載することを原則としたが、

　　一部表面のみ掲載したものがあり、その場合は番号の下に「表面」と注記した。

４．本書の編集は史料研究室 山本祥隆・藤間温子と展示企画室 座覇えみが担当し、本文は山本が、写真のキャプションは

　　座覇が執筆した。

　　木簡の写真は企画調整部写真室 中村一郎・飯田ゆりあが撮影し、鎌倉綾が補佐した。

　　本書の作成にあたり、史料研究室 渡辺晃宏・馬場基・山本崇・桑田訓也・方国花、展示企画室 加藤真二・田中恵美が協力し、

　　展示企画室 廣瀬智子・内野順子が補佐した。

５．本特別展にあたっては、以下の諸機関のご後援を得た。記して謝意を表する。

　　文化庁・国土交通省近畿地方整備局国営飛鳥歴史公園事務所・奈良県教育委員会・奈良市教育委員会・読売新聞社

　　近畿日本鉄道株式会社・奈良交通株式会社・株式会社南都銀行・木簡学会

２

ご
あ
い
さ
つ



▲「平城宮跡出土木簡」出土地点図 ( 奈良時代後半の平城宮図 )

３

　
―
―
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
、
国
宝
に
―
―

   

そ
ん
な
驚
き
の
、
い
や
、
そ
れ
以
上
に
喜
ぶ
べ
き

ニ
ュ
ー
ス
が
舞
い
込
ん
で
き
た
の
は
二
〇
一
七
年
三

月
一
〇
日
。
こ
の
日
、
国
の
文
化
審
議
会
か
ら
、
平

城
宮
跡
出
土
の
木
簡
を
国
宝
に
指
定
す
る
よ
う
答
申

が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
九
月
一
五
日
付

け
の
官
報
告
示
に
よ
り
、「
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
」
は

晴
れ
て
国
宝
と
な
っ
た
。

　

 

平
城
宮
跡
は
、
都
で
あ
っ
た
七
〇
数
年
間
の
の
ち
は

大
部
分
が
田
畑
と
さ
れ
た
た
め
、
一
〇
〇
〇
年
以
上

に
わ
た
り
遺
構
が
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
そ
こ
か
ら
出
土
す
る
遺
物
の
価
値
も
計
り
知

れ
ず
、
「
地
下
の
正
倉
院
」
と
も
称
さ
れ
る
。
聖
武

天
皇
遺
愛
の
品
々
を
中
心
に
名
品
・
優
品
ぞ
ろ
い
の

正
倉
院
宝
物
と
、
時
代
を
同
じ
く
す
る
平
城
宮
跡
出

土
遺
物
を
対
比
し
て
の
謂い

い
で
あ
る
。
と
り
わ
け

木
簡
は
、
時
に
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
最
大
の
成
果

の
一
つ
と
も
評
さ
れ
、
ま
さ
に
「
地
下
の
正
倉
院
」
の

白
眉
と
言
え
よ
う
。

　

平
城
宮
跡
出
土
の
木
簡
は
、
こ
れ
ま
で
も
一
部
が

重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
た
。

 

（
１
）
大
膳
職
推
定
地
出
土
木
簡　

三
九
点

 

（
２
）
内
裏
北
外
郭
官
衙
出
土
木
簡　

一
七
八
五
点

 

（
３
）
内
膳
司
推
定
地
出
土
木
簡　

四
八
三
点

 

（
４
）
造
酒
司
出
土
木
簡　

五
六
八
点

の
四
件
、
計
二
八
七
五
点
で
あ
る
。

 　

今
回
、
こ
れ
ら
重
要
文
化
財
指
定
品
を
統
合
し

つ
つ
、
新
た
に 

  

（
い
）
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
１
２
５
０
出
土
木
簡　

七
点

  

（
ろ
）
下
ツ
道
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
出
土
木
簡　

九
点

  

（
は
）
西
南
官
衙
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
１
９
７
９
出
土
木
簡　

一
六
点

  

（
に
）
内
裏
東
辺
の
暗
渠
Ｓ
Ｄ
２
０
０
０
出
土
木
簡　

二
点

  

（
ほ
）
内
裏
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
木
簡　

二
七
五
点

の
計
三
〇
九
点
を
加
え
、
「
国
宝 

平
城
宮
跡
出
土

木
簡
」
（
計
三
一
八
四
点
）
が
産
声
を
あ
げ
た
。

　

木
簡
と
し
て
は
初
と
な
る
今
回
の
国
宝
指
定
は
、

木
簡
の
学
術
的
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
す
る
に
留
ま
ら
な
い
。
六
〇
年
近
く
に
わ
た
っ

て
継
続
さ
れ
て
き
た
、
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
そ
の

も
の
の
意
義
が
認
め
ら
れ
て
の
指
定
で
も
あ
る
。

ま
た
こ
れ
に
よ
り
、
今
は
地
中
に
眠
る
木
簡
も
将

来
国
宝
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
る
こ
と
と
な
り
、

い
わ
ば
未
来
の
国
宝
た
ち
の
守も

り
や
く役

と
し
て
、
平
城

宮
跡
が
「
地
下
の
正
倉
院
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い

地
位
を
確
立
し
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

   

    

遠
い
あ
の
日
に
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
な
が
ら
、

一
三
〇
〇
年
の
眠
り
の
の
ち
に
掘
り
起
こ
さ
れ
、
重
要

文
化
財
、
さ
ら
に
は
国
宝
に
ま
で
昇
っ
た
木
簡
た
ち
。

そ
の
数
奇
な
運
命
に
想
い
を
馳
せ
つ
つ
、
じ
か
に
向
き

合
い
、
そ
っ
と
話
し
か
け
て
み
よ
う
。
木
簡
た
ち
は
、

寧な

ら楽
の
都
の
壮
観
を
、

古
い
に
し
え

び
と
と
と
も
に
過
ご
し
た

日
々
を
、
き
っ
と
語
っ
て
く
れ
る
は
ず
―
―
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▲平城京図



平
城
宮
の
夜
明
け
前
の
語
り
部

下
ツ
道
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
出
土
木
簡

２（Ⅲ期）

－

下ツ道西側溝 SD1900 から出土

した　「五十戸家」などと墨書

された須恵器の杯と蓋

▲

　

平
城
宮
・
京
の
設
計
に
は
、
基
準
線
が
存
在
し
た
。

七
世
紀
に
敷
設
さ
れ
た
、
大
和
盆
地
を
貫
く
直
線
道

路
・
下し

も

ツ
道み

ち

で
あ
る
。
そ
れ
は
平
城
宮
・
京
の
南
北

中
軸
線
と
な
り
、
平
城
京
域
で
は
幅
を
拡
げ
て
朱
雀

大
路
に
踏
襲
さ
れ
た
。
一
方
、
朱
雀
門
よ
り
北
の
平

城
宮
域
で
は
、
下
層
遺
構
と
し
て
検
出
さ
れ
る
。
Ｓ

Ｄ
１
９
０
０
は
、
そ
の
下
ツ
道
の
西
側
溝
。
そ
こ
か

ら
出
土
し
た
木
簡
た
ち
は
、
平
城
宮
域
が
平
城
宮
に

な
る
直
前
の
時
代
を
、
鮮
や
か
に
描
き
出
す
。

　

１
は
過か

所し
ょ

（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
木
簡
。
八
世
紀
初
頭
、

藤
原
京
の
時
代
に
属
す
る
。
近
江
国
で
農
業
に
従
事

し
て
い
た
「
伊
刀
古
麻
呂
」
「
大
宅
女
」
の
二
人
が
、

藤
原
京
に
帰
る
際
に
発
行
さ
れ
た
。
北
の
山
城
国
側

か
ら
奈
良
山
を
越
え
て
大
和
国
に
入
り
、
最
後
の
関

を
通
過
し
た
と
こ
ろ
で
不
要
と
な
り
、
道
端
に
廃
棄

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

１（Ⅱ期）
（原寸の 40％） 4



発掘当時の様子

３（Ⅰ期）

５（Ⅲ期）

－

　

２
は
米
の
荷
札
。
冒
頭
の
「
大
野
里
」
は
、
藤

原
宮
跡
出
土
木
簡
に
見
え
る
「
倭

や
ま
と

国
所そ

布ふ

評
大
□

〔
野
ヵ
〕
里
」
に
あ
た
る
か
。
「
倭
国
所
布
評
」
は
の

ち
の
大
和
国
添

そ
う
の
か
み上

 

・ 

添
そ
う
の
し
も下

両
郡
に
あ
た
り
、
平
城

京
も
元
来
は
こ
の
地
域
に
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
後

世
の
史
料
に
は
「
大
野
」
と
い
う
地
名
は
見
え
な
い
。

あ
る
い
は
大
野
里
は
平
城
京
の
地
に
所
在
し
、
都
の

造
営
と
と
も
に
消
滅
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
か
ら
は
「
五
十
戸
家
」
な

ど
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。「
五
十

戸
」
は
「
里
」
の
古
い
表
記
で
、
「
家
」
は
役
所
な

ど
を
指
す
。
大
野
里
の
中
心
施
設
が
、
の
ち
に
平
城

宮
と
な
る
地
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

３
は
文
書
木
簡
の
断
片
。
表
面
左
行
に
「
捉
人
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
逃
亡
し
た
奴
婢
な
ど

を
捉
え
た
こ
と
の
報
告
か
。

　

５
は
縦
に
割
り
裂
か
れ
た
断
片
で
、
文
字
は
右
半

分
し
か
残
ら
な
い
。
籌ち

ゅ
う
ぎ木

（
糞
ベ
ラ
、
古
代
の
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
）
と
し
て
転
用
さ
れ
た
も
の
か
。

　

出
土
点
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
下
ツ
道
西
側
溝

Ｓ
Ｄ
１
９
０
０
出
土
木
簡
は
前
時
代
を
知
る
生
き
証

人
と
し
て
、
奈
良
時
代
史
像
に
も
確
か
な
広
が
り
と

奥
行
き
を
与
え
て
く
れ
る
。

木簡は杭や小枝で設けられ

た堰
せき

の上流にあるくぼみか

ら出土した。（南西から）

▲

下ツ道西側溝 SD1900。朱雀門

の箇所では基壇により断ち切

られており、平城宮の造営に

先立ち開削された溝であるこ

とがわかる。（北から）

▲

5

SD1900 の土層。平城宮造営の

前後の二つの溝が重複しており、

埋土の堆積状況がよくわかる。

（北西から）

▲



31（Ⅲ期）９（Ⅰ期）

10（Ⅰ期） 16（Ⅱ期） 

－－

－

　

内だ

い

り裏
の
東
側
を
北
か
ら
南
に
流
れ
る
大
溝
Ｓ
Ｄ

２
７
０
０
は
、
平
城
宮
内
の
排
水
体
系
の
基
幹
と
な

る
排
水
路
の
一
つ
で
あ
る
。
最
大
幅
二
・
六
ｍ
、
深

さ
一
・
五
ｍ
の
規
模
を
も
ち
、
側
壁
は
直
径
三
〇
㎝

内
外
の
玉
石
を
七
段
に
積
み
上
げ
て
築
か
れ
る
。
そ

の
埋
土
は
六
層
に
分
か
れ
、
天
平
元
年
（
七
二
九
）

か
ら
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
ま
で
の
年
紀
を
も
つ

木
簡
が
、
ほ
ぼ
年
代
順
に
堆
積
し
て
い
た
。
Ｓ
Ｄ

２
７
０
０
は
、
奈
良
時
代
を
通
じ
て
、
そ
の
役
割
を

果
た
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

31
は
阿
波
国
か
ら
送
ら
れ
た
ワ
カ
メ
の
荷
札
。
末

尾
に
地
名
「
和
射
」
が
記
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
ワ
カ

メ
が
産
地
指
定
の
ブ
ラ
ン
ド
も
の
で
あ
っ
た
証
。

　

16
は
民み

ん
ぶ
し
ょ
う

部
省
が
四
人
の
人
物
を
呼
び
出
す
召
喚
文

書
。
裏
面
末
尾
の
「
宮
内
」
は
、
あ
る
い
は
こ
の
文

書
の
宛
先
が
宮く

な
い
し
ょ
う

内
省
で
あ
る
こ
と
を
示
す
か
。

　

10
は
、
命み

ょ
う
ぶ婦

（
女
官
）
が
天
皇
の
命
令
を
取
り
次

い
だ
際
の
木
簡
か
。
内
容
は
未
詳
だ
が
、
表
面
に
「
飯

炊
」
と
あ
る
か
ら
、
食
事
の
用
意
な
ど
日
常
的
な
案

件
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

９
は
題だ

い
せ
ん
じ
く

籤
軸
。
題
籤
軸
は
巻
物
の
軸
の
一
種
で
、

細
い
軸
部
の
一
端
に
幅
広
の
題
籤
部
を
作
り
出
し
、

そ
こ
に
文
書
の
タ
イ
ト
ル
な
ど
を
記
し
て
お
く
も

の
。
た
だ
し
、
９
は
軸
部
を
欠
損
し
、
題
籤
部
の
み

6

流
れ
な
が
れ
て
、
積
も
り
つ
も
っ
て

内
裏
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
木
簡



発掘当時の様子

25（Ⅱ期）

８（Ⅰ期）

34（Ⅲ期）

30（Ⅲ期）

－

－

－

が
残
る
状
態
。
裏
面
に
は
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
の

年
紀
が
記
さ
れ
る
。

　

25
は
荷
札
の
断
片
。
冒
頭
の
「
日
高
部
財
郷
」
は
、

紀
伊
国
の
日
高
郡
財
部
郷
を
指
す
。
「
部
」
と
「
郡
」

は
字
形
が
似
て
い
る
た
め
、
混
用
さ
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
裏
面
の
天
平
宝
字
五
年
は
七
六
一
年
。

　

８
は
、
内
裏
内
郭
か
ら
築
地
の
下
を
く
ぐ
っ
て
Ｓ

Ｄ
２
７
０
０
に
流
れ
込
む
凝

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
切
石
積
み
の
暗あ

ん
き
ょ渠

Ｓ
Ｄ
２
０
０
０
か
ら
の
出
土
。
文
字
だ
け
で
な
く
、

裏
面
に
建
物
と
鳥
の
絵
が
描
か
れ
る
。

　

34
は
備
前
国
か
ら
送
ら
れ
た
醬

ひ
し
お

の
荷
札
。
醬
は
大

豆
を
主
原
料
と
す
る
調
味
料
で
、
醤
油
の
原
形
に

あ
た
る
と
さ
れ
る
。
裏
面
に
は
「
五
年
」
と
の
み

記
さ
れ
る
が
、
出
土
層
位
か
ら
は
天
平
勝
宝
五
年

（
七
五
三
）
ま
た
は
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
を

指
す
可
能
性
が
高
い
。

　

30
は
丹
波
国
か
ら
送
ら
れ
た
小
麦
の
荷
札
。
墨
痕

は
黒
々
と
し
て
明
瞭
だ
が
、
そ
の
分
ク
セ
の
強
い
独

特
の
筆
致
が
目
立
つ
。

　

も
し
内
裏
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
の
浚

し
ゅ
ん
せ
つ

渫
が
入
念

に
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
木
簡
は
残
さ
れ
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
こ
れ
ば
か
り
は
、
天
平
び
と
の
鷹
揚
さ

に
感
謝
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

SD2700 部分写真。直径約

30cm の玉石が、７段に積

み上げられる。（南から）

第 21 次発掘調査で検出し

た暗渠 SD2000。木簡が出土

した地点も同様の石積みで

あった。（西から）

▲

▲

7

内裏東大溝 SD2700。平城宮の

排水体系を支える屋台骨である。

８が出土した暗渠 SD2000も、

この大溝に流れ込んでいる。 

（北から）

▲



大
膳
職
推
定
地
出
土
木
簡

歴
史
を
変
え
た
、
は
じ
ま
り
の
木
簡
た
ち

41（Ⅰ期）

36（Ⅰ期）

48（Ⅲ期）

－

－

　

一
九
六
一
年
一
月
二
四
日
、
小
雪
が
ち
ら
つ
く
真

冬
の
発
掘
現
場
で
、
文
字
の
書
か
れ
た
木
片
が
見
つ

か
っ
た
。
平
城
宮
跡
で
最
初
の
木
簡
の
発
見
で
あ

る
。
の
ち
に
大だ

い
ぜ
ん
し
き

膳
職
と
推
定
さ
れ
る
に
至
る
こ
の
現

場
の
、
こ
れ
ま
た
の
ち
に
Ｓ
Ｋ
２
１
９
と
名
付
け
ら

れ
る
ゴ
ミ
捨
て
土
坑
か
ら
は
、
最
終
的
に
約
四
〇
点

の
木
簡
が
出
土
し
た
。
さ
ら
に
、
つ
づ
く
同
年
九
月

に
は
、
同
じ
く
大
膳
職
内
の
枠
板
の
残
る
井
戸
Ｓ
Ｅ

３
１
１
か
ら
も
二
点
の
木
簡
が
見
つ
か
る
。
両
遺
構

で
の
木
簡
の
発
見
は
、
日
本
の
発
掘
調
査
史
上
に
お

け
る
木
簡
出
土
の
草
分
け
と
な
っ
た
。

　

36
は
Ｓ
Ｋ
２
１
９
か
ら
の
出
土
（
以
下
同
）
で
、

通
称
「
寺て

ら
こ
う請

木
簡
」
。
「
寺
」
が
小
豆
な
ど
四
種
の
食

材
を
請
求
す
る
内
容
を
も
つ
。
孝
謙
太
上
天
皇
が
淳

仁
天
皇
と
対
立
し
て
法
華
寺
に
居
住
し
て
い
た
時
期

の
、
緊
迫
し
た
政
情
を
物
語
る
。

　

48
は
朝
夕
の
「
常

じ
ょ
う
し
ょ
く

食
」
（
＝
給
食
、
ま
た
は
そ
の

た
め
の
食
材
）
を
請
求
す
る
内
容
の
文
書
木
簡
。
裏

面
に
「
飯
」
に
「
副
」
え
て
と
あ
る
か
ら
、
求
め
て

い
る
の
は
お
か
ず
や
調
味
料
な
ど
で
あ
ろ
う
。
Ｓ
Ｋ

２
１
９
の
所
在
地
を
大
膳
職
と
み
な
す
有
力
な
根
拠

と
な
る
木
簡
で
あ
る
。

　

41
の
み
は
Ｓ
Ｅ
３
１
１
か
ら
の
出
土
。
Ｓ
Ｅ
３
１
１

は
、
都
が
平
城
京
か
ら
長
岡
京
、
平
安
京
へ
と
遷

8



発掘当時の様子

49（Ⅲ期）43（Ⅱ期）

46（Ⅱ期）

45（Ⅱ期）

44（Ⅱ期）

－

－

－

井戸 SE311。平城宮が都で

なくなった後に放棄され、

多量のゴミが投げ込まれた。

▲

り
、
不
要
と
な
っ
た
の
ち
に
埋
め
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
41
の
年
代
は
、
下し

も

ツ
道み

ち

西
側
溝
Ｓ
Ｄ

１
９
０
０
出
土
木
簡
（
４
・
５
頁
参
照
）
と
は
反
対
に
、

平
城
廃
都
後
に
降
る
と
み
ら
れ
る
。
下
半
に
記
さ
れ

る
「
御み

く
し
げ
ど
の

匣
殿
」
は
、
内だ

い

り裏
貞

じ
ょ
う
が
ん観

殿で
ん

の
別
名
。

　

49
は
万
葉
仮
名
が
記
さ
れ
る
木
簡
。
表
面
は

「
阿あ

ま

る

と

も

う

お

み

か

か

た

万
留
止
毛
宇
乎
弥
可
々
多
」
と
読
め
る
。
文
意

未
詳
だ
が
、
あ
る
い
は
「
余
る
と
も 

魚う
お

甕み
か

か
た
」

と
も
解
し
え
よ
う
。
歌
の
一
部
で
あ
ろ
う
か
。

　

43
は
某
所
か
ら
「
敷
万
呂
」
と
い
う
人
物
の
元
に

菜
っ
葉
を
請
求
す
る
内
容
の
文
書
木
簡
。
書
き
出
し

を
「
謹
通
」
と
す
る
の
は
や
や
珍
し
い
が
、
正
倉
院

文
書
な
ど
に
も
類
例
が
み
ら
れ
る
。

　

44
・
45
は
い
ず
れ
も
甲
斐
国
か
ら
送
ら
れ
た
ク
ル

ミ
の
荷
札
。
ほ
ぼ
同
文
で
、
裏
面
の
年
紀
も
天
平
宝

字
六
年
（
七
六
二
）
十
月
と
同
一
。
Ｓ
Ｋ
２
１
９
出

土
遺
物
に
年
代
を
与
え
る
資
料
で
あ
る
。
な
お
、
46

は
小
さ
な
断
片
だ
が
、
45
と
並
べ
る
と
、
類
似
の
文

面
が
記
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
筆
跡
ま
で
似
通
っ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

二
〇
〇
三
年
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
２
１
９
・
井
戸
Ｓ
Ｅ

３
１
１
出
土
木
簡
は
、
大
膳
職
推
定
地
出
土
木
簡
と

し
て
、
木
簡
で
は
初
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

表面

ゴミを処理するための土坑

SK219。2つの穴が並ぶ形に

掘られている。（西から）

▲

SK219 の発掘風景。調査員

たちの服装が、真冬の現場

の過酷さを物語る。

▲

9

土坑SK219を掘削している、

まさにその最中の風景。

平城宮跡では初となる木簡

の出土に、歴史学者も連日

現場を訪れた。

▲



研
究
の
礎
を
築
い
た
一
大
木
簡
群

61（Ⅱ期）

60（Ⅱ期）

65（Ⅲ期）

５７（Ⅰ期）

－

　

内だ

い

り裏
北き

た

外が
い

郭か
く

官か

ん

が衙
の
現
場
で
検
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
捨

て
土
坑
Ｓ
Ｋ
８
２
０
か
ら
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、

一
九
六
三
年
八
月
。
当
時
を
知
る
人
々
に
は
記
録
的

な
猛
暑
の
夏
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
木
簡
の
発
見
は
、
木
簡
研
究
の
歴

史
に
お
い
て
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
大
な
出

来
事
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
以
前
の
平
城
宮
跡
木
簡
は
、
大だ

い

膳ぜ
ん

職し
き

推
定
地

の
土
坑
Ｓ
Ｋ
２
１
９
と
井
戸
Ｓ
Ｅ
３
１
１
か
ら
出
土
し

た
約
四
〇
点
の
み
だ
っ
た
（
８
・
９
頁
参
照
）。
そ
れ
が
、

こ
の
Ｓ
Ｋ
８
２
０
か
ら
は
、
約
一
八
〇
〇
点
も
の
木

簡
が
一
度
に
出
土
し
た
の
で
あ
る
。

　

数
だ
け
で
は
な
い
。
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
木
簡
に
は

奈
良
時
代
の
典
型
的
な
木
簡
が
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に
含
ま
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
全

国
各
地
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
税
目
で
送
ら
れ
て
き
た
品

物
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
。
Ｓ
Ｋ
８
２
０
は
、
時
に
《
荷

札
の
デ
パ
ー
ト
》
と
も
称
さ
れ
る
。

　

60
・
61
は
い
ず
れ
も
調
の
荷
札
で
、
60
は
備
後
国

か
ら
送
ら
れ
た
鍬く

わ

の
荷
札
。
全
体
に
丁
寧
な
作
り
で
、

文
字
も
端
正
。
一
方
、
61
は
讃
岐
国
か
ら
送
ら
れ
た

塩
の
荷
札
。
60
と
比
べ
る
と
、
ク
セ
の
強
い
個
性
的

な
文
字
が
目
を
引
く
。

　

65
・
57
は
と
も
に
ア
ワ
ビ
の
付
札
。
届
い
た
物

10

内
裏
北
外
郭
官
衙
出
土
木
簡



54（Ⅰ期）

59（Ⅱ期）

63（Ⅲ期）

55（Ⅰ期）

－

品
を
都
で
保
管
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
、

贄に
え

（
天
皇
用
の
食
材
）
と
し
て
発
送
す
る
際
に
現
地

で
付
さ
れ
た
荷
札
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
65
の

「
御み

と

り取
鮑あ

わ
び」

は
、
ア
ワ
ビ
の
肉
を
薄
く
剥
い
で
干
し

た
の
ち
長
方
形
に
切
り
、
数
枚
を
合
わ
せ
て
一
端
を

細
縄
で
結
ん
だ
も
の
。
57
の
「
蝮
」
は
本
来
マ
ム
シ

を
意
味
す
る
字
だ
が
、
こ
こ
で
は
ア
ワ
ビ
を
指
す
と

み
ら
れ
る
。

　

54
・
59
は
い
ず
れ
も
「
西に

し

宮み
や

」
と
呼
ば
れ
る
宮
殿

の
門
を
警
護
す
る
兵ひ

ょ
う
え衛

の
配
置
に
関
わ
る
木
簡
。
と

も
に
西
宮
の
東
一
門
と
東
二
門
に
配
さ
れ
た
兵
衛
の

名
を
記
す
。
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
木
簡
に
は
他
に
も
類

似
の
記
録
簡
が
多
く
含
ま
れ
、
「
西
宮
兵
衛
木
簡
」

と
総
称
さ
れ
る
。
荷
札
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出

土
木
簡
の
重
要
な
構
成
要
素
を
な
す
。

　

63
・
55
は
、
Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
木
簡
の
さ
ら
な
る

広
が
り
を
示
す
。
63
は
内な

い
ぜ
ん
し

膳
司
が
薦こ

も

を
請
求
す
る
文

書
木
簡
。
墨
線
を
引
い
て
文
章
全
体
を
抹
消
す
る
。

55
は
王
名
を
列
記
し
た
木
簡
。
冒
頭
の
「
奈
良
王
」は
、

『
続
日
本
紀
』
に
も
登
場
す
る
。

　

Ｓ
Ｋ
８
２
０
出
土
木
簡
は
、
大
膳
職
推
定
地
出
土

木
簡
に
つ
づ
き
、
二
〇
〇
七
年
に
内
裏
北
外
郭
官
衙

出
土
木
簡
と
し
て
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
た
。

土坑 SK820。土の崩れた痕跡

がなく、ゴミ捨て場として

の利用後すぐに埋め戻され

たとみられる。（東から）

▲

SK820 発掘風景。土坑はほぼ

方形を呈しており、一辺約 3.8m、

深さ約 1.7m。（南東から）

▲

発掘当時の様子

土坑内部には、多量のゴミ

や自然遺物が、人為的に投

棄されていた。

▲
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造
酒
司
出
土
木
簡

醸
し
出
す
は
在
り
し
日
の
芳
醇

68（Ⅰ期）

76（Ⅲ期）

72（Ⅱ期）

－

　

発
掘
調
査
で
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が

具
体
的
に
ど
の
役
所
に
あ
た
る
か
、
特
定
す
る
の

は
難
し
い
場
合
が
多
い
。
土
坑
Ｓ
Ｋ
２
１
９
・
井
戸

Ｓ
Ｅ
３
１
１
が
見
つ
か
っ
た
大だ

い

膳ぜ
ん

職し
き

（
８
・
９
頁
参
照
）

や
土
坑
Ｓ
Ｋ
８
７
０
・
２
１
０
１
・
２
１
０
２
を
検
出
し

た
内な

い
ぜ
ん
し

膳
司
（
14
・
15
頁
参
照
）
も
、
実
は
比
定
に
異

論
が
な
い
訳
で
は
な
く
、
「
推
定
地
」
の
三
文
字
が

付
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
点
、
平
城
宮
東
張
出
部
の
北
半
に
位
置
す
る

造ぞ
う
し
ゅ
し

酒
司
は
、
そ
こ
を
「
造
酒
司
」
と
ほ
ぼ
断
定
で
き

る
稀
有
な
事
例
で
あ
る
。
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、

や
は
り
木
簡
。
例
え
ば
68
・
76
・
72
と
い
っ
た
付
札

類
は
、
醸
造
に
関
わ
る
現
業
部
門
の
、
日
常
業
務
の

様
相
を
ま
ざ
ま
ざ
と
映
し
出
す
。

　

68
・
76
は
、
と
も
に
𤭖み

か

（
大
甕
）
の
付
札
。
68

の
三
石
五
斗
九
升
は
今
の
約
一
石
六
斗
一
升
六
合

（
二
九
一
ℓ
）
、
76
の
三
石
七
斗
二
升
は
今
の
約
一
石

六
斗
七
升
四
合
（
三
〇
一
ℓ
）
に
あ
た
る
。
酒
、
ま

た
は
そ
の
原
料
の
水
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
68
冒
頭
の
「
二
条
六
」
は
二
列
目
の
六
番
目
を

意
味
す
る
。
約
三
〇
〇
ℓ
も
入
る
大
甕
が
、
き
ち
ん

と
並
べ
て
設
置
さ
れ
た
情
景
を
彷
彿
さ
せ
る
。な
お
、

造
酒
司
の
発
掘
調
査
で
は
内
部
に
甕
の
据
付
穴
が
整

然
と
並
ぶ
掘
立
柱
建
物
も
検
出
さ
れ
て
お
り
、
木
簡

整然と並ぶ大型のカメと、その

口縁部に括りつけられた付札

（イメージ）

▲

12



発掘当時の様子

70（Ⅱ期）

75（Ⅲ期）

71（Ⅱ期）

74（Ⅲ期）

69（Ⅰ期）

－

－

の
記
載
と
見
事
に
符
合
す
る
。

　

72
は
清
酒
の
付
札
。
清
酒
は
澄
ん
だ
酒
の
意
で
、

濁
り
酒
と
対
を
な
す
。
上
澄
み
を
す
く
う
か
、
布
な

ど
で
こ
し
て
酒
か
す
と
分
離
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
中
」
は
酒
の
等
級
を
示
す
記
載
か
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
、
造
酒
司
出
土
木
簡
は
、
実
は
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
も
富
ん
で
い
る
。
70
は
筑
後
国
か
ら
送

ら
れ
た
煮
塩
年
魚
（
塩
で
煮
込
ん
で
加
工
し
た
ア
ユ
）

の
荷
札
。
木
簡
の
材
は
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
と
い
っ
た
針

葉
樹
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
70
は
広
葉
樹
を
材
と
す

る
珍
し
い
木
簡
で
あ
る
。

　

75
・
74
は
同
文
異
型
の
荷
札
。
物
品
名
は
「
俵
」

と
し
か
記
さ
れ
な
い
が
、
米
俵
で
あ
ろ
う
。
二
つ
を

並
べ
て
み
る
と
、
文
面
の
み
な
ら
ず
筆
跡
も
非
常
に

似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

69
は
習

し
ゅ
う
し
ょ

書
木
簡
。
表
面
に
六
文
字
、
裏
面
に
五
文

字
、
「
人
」
ば
か
り
が
書
き
連
ね
ら
れ
る
。
簡
単
な

字
だ
か
ら
、
練
習
と
い
う
よ
り
は
手て

す

さ遊
び
か
、
あ
る

い
は
清
書
前
の
筆
慣
ら
し
で
あ
ろ
う
か
。

　

71
は
上
部
を
欠
い
た
荷
札
の
断
片
。
左
行
に
書
か

れ
た
神
亀
二
年
は
七
二
五
年
。

　

こ
れ
ら
造
酒
司
出
土
木
簡
が
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
の
は
、
二
〇
一
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

造酒司の西井戸SE3049。

立派なつくりの井戸は、造酒司

を象徴する遺構。（南から）

▲

造酒司の東井戸 SE3046。

覆屋を伴っていた。（北東

から）

▲

東井戸SE3046からのびる木樋。

井戸から溢れた水が木樋を通

りオーバーフローする仕組

み。（南から）

▲
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内
膳
司
推
定
地
出
土
木
簡

土
坑
Ｓ
Ｋ
１
９
７
９
出
土
木
簡

見
逃
す
な
か
れ
、
い
ぶ
し
銀
の
艶
め
き

86（Ⅱ期）

78（Ⅰ期）85（Ⅱ期）

81（Ⅰ期）

内
膳
司
推
定
地
出
土
木
簡

－

　

「
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
」
の
奥
深
さ
は
、
汲
め
ど

も
尽
き
ぬ
泉
の
ご
と
し
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
機
会
が
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
二
つ
の

木
簡
群
を
紹
介
し
、
そ
の
一
端
を
垣
間
見
よ
う
。

　

内な
い
ぜ
ん
し

膳
司
と
推
定
さ
れ
る
内だ

い

り裏
北き

た

外が
い

郭か
く

官か

ん

が衙
。
そ
の

地
の
発
掘
調
査
で
は
ゴ
ミ
捨
て
土
坑
が
多
く
検
出
さ

れ
、
い
く
つ
か
か
ら
は
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
。
今

回
は
、
Ｓ
Ｋ
８
７
０
・
２
１
０
１
・
２
１
０
２
の
三
つ
の

土
坑
か
ら
出
土
し
た
木
簡
を
取
り
上
げ
る
。

　

78
は
Ｓ
Ｋ
８
７
０
出
土
。
ほ
ぼ
完
形
で
、
上
端
に
「
左

衛
士
府
」
と
の
み
記
さ
れ
る
。
左さ

衛え

士じ

府ふ

（
宮
城
の

警
備
を
担
う
軍
隊
）
用
の
物
品
の
付
札
か
。

　

86
・
81
・
85
は
Ｓ
Ｋ
２
１
０
１
出
土
。

　

86
は
釘
の
付
札
。「
飛
炎
架
釘
」と
記
さ
れ
て
お
り
、

特
に
飛ひ

え

ん檐
垂だ

る

き木
（
建
物
の
軒
を
構
成
す
る
部
材
の
一

つ
）
を
打
ち
つ
け
る
た
め
の
釘
と
わ
か
る
。

　

81
は
若
狭
国
か
ら
贄
と
し
て
送
ら
れ
た
貽い

が

い貝
（
二

枚
貝
の
一
種
）
の
荷
札
。
下
半
が
割
書
き
に
さ
れ
る

の
は
、
若
狭
国
の
荷
札
に
多
く
見
ら
れ
る
特
徴
。

　

85
は
題だ

い

籤せ
ん

軸じ
く

（
６
・
７
頁
参
照
）。
６
頁
掲
載
の
９

と
異
な
り
、
軸
部
が
少
し
だ
け
残
る
。

　

83
は
Ｓ
Ｋ
２
１
０
２
出
土
で
、
鉄
製
扉
金
具
の
製

作
・
進
上
に
関
す
る
文
書
木
簡
。
表
面
の
「
挙あ

げ

鎹
か
す
が
い」 14

内膳司推定地

土坑 SK1979



発掘当時の様子

83（Ⅰ期）

95（Ⅲ期）

92（Ⅲ期）

93（Ⅲ期）

土
坑
Ｓ
Ｋ
１
９
７
９
出
土
木
簡

－

は
戸
締
具
の
一
種
、
「
鐶
」
は
扉
の
引
き
手
の
金
具
。

　

以
上
の
内
膳
司
推
定
地
出
土
木
簡
は
、
二
〇
一
〇

年
に
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

　

土
坑
Ｓ
Ｋ
１
９
７
９
が
検
出
さ
れ
た
の
は
、
平
城

宮
西
面
中
門
・
佐さ

え
き
も
ん

伯
門
と
同
南
門
・
玉た

ま
て
も
ん

手
門
の
中
間

に
あ
る
調
査
区
。
木
簡
の
内
容
は
釘
に
関
わ
る
事
柄

に
偏
り
、
鞴

ふ
い
ご

の
羽は

ぐ

ち口
や
鉱こ

う

滓さ
い

な
ど
も
出
土
し
た
。

　

92
は
釘
の
付
札
。
「
打
合
釘
」
は
両
端
を
尖
ら
せ

た
釘
か
。
小
型
だ
が
、
下
端
の
角
を
落
と
し
上
端
も

ゆ
る
い
山
形
に
整
え
る
な
ど
、
特
徴
的
な
形
状
。

　

93
は
削

け
ず
り
く
ず

屑
。
木
簡
の
表
面
を
刀と

う

す子
（
小
刀
）で
削
っ

て
文
字
を
消
す
際
に
出
る
鉋

か
ん
な

屑
状
の
木
っ
端
を
削
屑

と
呼
ぶ
。
こ
れ
も
歴
と
し
た
木
簡
で
あ
る
。

　

95
は
小
型
の
木
簡
で
、
表
面
に
「
□
〔
後
ヵ
〕
打

合
釘
百
」
、
裏
面
に
「
□
斤
二
両
」
と
書
か
れ
る
。

釘
は
「
隻
」
で
数
え
る
の
が
一
般
的
な
た
め
、
95
は

釘
の
原
料
と
な
る
鉄
の
付
札
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
日
も
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
発
掘
調
査
と
、
そ
れ

に
伴
い
出
土
が
期
待
さ
れ
る
、
今
は
ま
だ
見
ぬ
木
簡

た
ち
。
「
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
」
の
世
界
は
、
こ
れ

か
ら
も
、
果
て
し
な
く
広
が
っ
て
ゆ
く
―
―

（原寸の 60％）

土坑 SK1979。方形に杭を巡

らせた施設 SX1978 内に位置

する。（西から）

▲

土坑SK2101とSK2102全景。

２つの土坑が並ぶ。（南から）

▲

SK870 の発掘風景。SK219

発掘当時（９頁）と反対に、

こちらは真夏の現場である。

▲

－
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